
　

　
京
都
協
会
は
、

医
療
安
全
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
精
神
疾

患
が
疑
わ
れ
る
患

者
さ
ん
へ
の
対
処

法
―
精
神
疾
患
の

理
解
を
求
め
て
」
を
来
る
3
月

15
日
（
土
）
に
開
催
す
る
。

　
医
療
上
で
の
期
待
外
れ
と
、

診
察
時
の
不
信
感
か
ら
訴
訟
に

至
っ
た
以
下
の
事
例
が
あ
る
。

　
某
医
科
大
学
形
成
外
科
教

授
・
医
師
は
、
不
当
訴
訟
と
名

誉
毀
損
な
い
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
を
根
拠
に
、
元
患
者
・
弁

護
士
・
毎
日
新
聞
社
を
相
手
に

提
訴
し
た
。
事
は
、
戸
籍
上
男

性
の
半
陰
陽
患
者
に
女
性
性
徴

が
出
現
し
、
1
9
9
6
年
11
月

21
日
膣
形
成
術
の
相
談
で
同
医

師
へ
の
受
診
に
始
ま
る
。
問

診
、
顔
写
真
撮
影
が
な
さ
れ
、

患
者
は
画
期
的
な
方
法
の
提
案

を
期
待
し
た
が
、
通
常
の
も
の

で
不
満
を
残
し
た
。
2
年
半

後
、
医
師
は
国
内
第
1
例
目
の

性
転
換
手
術
の
実
施
で
マ
ス
コ

ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
有
名
に

な
っ
た
。
患
者
は
、
そ
れ
に
不

快
感
を
募
ら
せ
、
股
間
か
ら
顔

を
の
ぞ
か
せ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
天
橋
立
の
姿
勢
」
で
の
写
真

撮
影
を
要
求
さ
れ
、
乳
房
を
両

手
で
揉
む
よ
う
に
診
察
さ
れ
る

セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
、
と
週
刊

文
春
に
電
話
し
た
。
取
材
時
、

医
師
は
「
性
転
換
手
術
に
先
立

ち
真
に
性
転
換
希
望
者
か
、
同

性
愛
者
か
、
精
神
分
裂
病
※
患

者
か
の
鑑
別
が
重
要
で
、
そ
ん

な
こ
と
を
言
う
の
は
や
は
り
分

裂
病
※
で
し
ょ
う
ね
」
と
発
言

し
た
。
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
患

者
は
、
分
裂
病
※
と
公
言
さ
れ

た
名
誉
毀
損
と
セ
ク
ハ
ラ
を
根

拠
に
提
訴
し
た
。弁
護
士
は
、積

極
的
に
記
者
会
見
を
招
集
し
、

毎
日
新
聞
全
国
版
は
医
師
を
実

名
報
道
し
た
。
患
者
の
主
張

は
、
証
拠
と
の
齟
齬
や
供
述
の

変
遷・曖
昧
化
な
ど
で
、信
憑
性

が
疑
わ
れ
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
。

　
医
師
か
ら
の
提
訴
で
は
、
裁

判
所
は
、
元
患
者
に
、
セ
ク
ハ

ラ
主
張
は
虚
構
に
基
づ
き
著
し

く
不
当
で
、
そ
れ
に
依
拠
す
る

提
訴
は
裁
判
制
度
の
趣
旨
・
目

的
に
照
ら
し
て
著
し
く
相
当
性

を
欠
く
と
認
定
し
、
3
3
0

万
円
の
賠
償
を
命
じ
た
。
弁
護

士
に
は
、
記
者
会
見
は
、
本
人

の
依
頼
に
依
ら
ず
、
訴
訟
活
動

に
必
要
な
正
当
業
務
で
な
く
、

事
務
所
に
問
い
合
わ
さ
れ
る
支

障
回
避
が
目
的
で
、
専
ら
公
益

を
図
る
目
的
に
な
く
、
内
容
的

に
も
記
者
に
知
ら
れ
る
と
医
師

の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ

る
、
と
名
誉
毀
損
（
55
万
円
賠

償
）を
認
め
た
。新
聞
社
に
は
、

記
事
は
名
誉
を
毀
損
す
る
が
、

公
共
の
利
害
に
関
わ
り
、
専
ら

公
益
を
図
る
目
的
で
内
容
も
真

実
と
、
違
法
性
を
否
定
し
た
。

　
し
か
し
、
一
般
に
知
ら
れ
て

な
い
個
人
の
私
的
領
域
に
属
す

る
事
柄
で
、
一
般
人
の
感
受
性

か
ら
み
て
公
表
さ
れ
た
く
な
い

場
合
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
（
み

だ
り
に
そ
れ
を
公
表
さ
れ
ぬ
法

的
保
護
に
値
す
る
利
益
）
が
あ

り
そ
の
侵
害
（
1
1
0
万
円
賠

償
）
を
認
め
た
（
東
京
地
判
平

17
・
3
・
14
判
例
時
報
1
8
9

3
号
54
頁
）。

　
控
訴
審
で
は
、
原
審
の
判
決

を
取
り
消
し
、
医
師
の
請
求
を

棄
却
し
た
（
東
京
高
判
平
18
・

8
・
31
判
例
時
報
1
9
5
0
号

76
頁
）。
微
妙
な
問
題
だ
が
、

当
事
者
間
で
は
法
律
上
の
け
じ

め
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
医
療
の
安
全
確
保
と
患
者
・

医
療
従
事
者
間
で
の
相
互
理
解

の
向
上
に
、
協
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
は
判
決
文
の
ま
ま

医
療
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
を

齟
齬
あ
る
対
話
は
紛
争
を
拡
大
す
る

　
ソ
チ
で
開

か
れ
て
い
た

冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
無

事
に
終
わ
っ
た
。
日
本
は
羽
生

結
弦
の
金
を
含
む
8
個
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
以
来
の
成
果
だ
そ
う
▼
テ
レ

ビ
な
ど
ほ
と
ん
ど
関
連
の
放
送

で
占
め
ら
れ
、
大
騒
ぎ
さ
れ
た

高
梨
沙
羅
、上
村
愛
子
、浅
田
真

央
等
各
選
手
た
ち
は
大
変
だ
っ

た
ろ
う
。
生
ま
れ
育
ち
か
ら
現

在
の
家
庭
環
境
、
衣
食
住
の
好

み
は
も
ち
ろ
ん
、
親
の
収
入
状

況
ま
で
報
道
さ
れ
る
熱
の
入
れ

よ
う
で「
国
民
的
英
雄
」な
の
だ

か
ら
何
で
も
許
さ
れ
る
と
ば
か

り
の
節
度
の
な
さ
に
恐
れ
入
る

▼
挙
げ
句
に
は「
あ
の
子
、大
事

な
時
に
は
必
ず
転
ぶ
」
と
い
う

東
京
五
輪・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組

織
委
員
会
会
長
で
あ
る
森
元
首

相
の
発
言
ま
で
出
て
き
た
。麻

生
副
総
理
の「
ナ
チ
ス
」発
言
、

最
近
相
次
ぐ
N
H
K
幹
部
な

ど
安
倍
首
相
取
り
巻
き
連
の
逆

行
歴
史
認
識
発
言
、
反
社
会
勢

力
へ
の
賛
同
発
言
、
女
性
の
社

会
進
出
へ
の
反
対
論
な
ど
驚
く

べ
き
本
音
丸
出
し
の
物
言
い
が

怖
い
▼
こ
の
軽
々
し
い
、
知
性

を
疑
う
発
言
の
洪
水
を
許
し
て

良
い
は
ず
が
な
い
。マ
ス
コ
ミ
の

劣
化
が
指
摘
さ
れ
久
し
い
が
、

当
然
な
さ
れ
る
べ
き
反
撃
の
弱

々
し
さ
に
不
安
が
募
る
▼
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
明
け
暮
れ
た
2
週

間
の
う
ち
に
、
国
内
で
は
大
雪

に
よ
る
国
民
切
り
捨
て
の
寒
々

と
し
た
政
治
状
況
が
確
認
で
き

た
し
、国
際
的
に
は
ソ
チ
の
す
ぐ

近
く
の
キ
エ
フ
で
多
数
の
犠
牲

者
が
出
る
政
変
が
起
こ
っ
て
い

た
。主
催
し
た
プ
ー
チ
ン
の
今
後

を
大
き
く
左
右
す
る
世
界
的
大

事
件
な
の
に
報
道
は
あ
ま
り
に

も
お
粗
末
な
も
の
だ
っ
た
。（
さ
）

　
京
都
市
当
局
は
開
会
中
の
2

月
京
都
市
会
定
例
会
（
2
月
14

日
開
会
）
に
、
京
都
市
身
体
障

害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

　
2
0
1
4
年
度
診
療
報
酬
改

定
は
、
前
回
に
引
き
続
き
2
0

2
5
年
に
向
け
て
の
医
療
提
供

体
制
の
再
構
築
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
た

め
の
改
定
。
機
能
分
化
・
強
化

と
連
携
、
在
宅
医
療
の
充
実
に

取
り
組
む
こ
と
を
重
点
課
題
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
効

率
化
と
い
う
名
の
医
療
費
削
減

お
よ
び
抑
制
と
い
う
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。

　
実
質
改
定
率
マ
イ
ナ
ス
1
・

26
％
と
な
る
今
回
の
改
定
に
対

し
、
協
会
は
地
域
医
療
の
崩
壊

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
と
強
く
抗
議
。
ま
た
、
包

括
点
数
の
導
入
の
問
題
や
、
同

一
建
物
居
住
者
の
在
医
総
管
の

問
題
、
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
の
介

護
保
険
へ
の
移
行
問
題
、
7
対

1
入
院
基
本
料
の
基
準
厳
格
化

の
問
題
な
ど
に
言
及
。
地
域
医

療
を
守
る
立
場
か
ら
、
実
態
に

即
し
た
内
容
と
な
る
よ
う
各
項

目
に
つ
い
て
も
是
正
を
求
め

た
。 

（
3
面
に
全
文
）

医
療
費
抑
制
主
眼
の
改
定
に
強
く
抗
議

　
協
会
は
日
本
経
済
新
聞
の

「
医
療
機
関
に
手
厚
く　
診
療

報
酬
改
定
案
」（
2
月
5
日
）

記
事
に
対
し
、
21
日
に
抗
議
文

を
送
付
し
、
正
確
性
を
欠
き
医

療
不
信
招
く
こ
と
か
ら
訂
正
を

求
め
た
。

　
記
事
は
、
見
出
し
で
「
増
税

分
超
す
上
乗
せ
」
と
打
ち
出

し
、
初
診
料
が
現
行
2
7
0
0

円
か
ら
2
8
2
0
円
に
4
・
4

％
上
が
る
と
し
て
消
費
税
率
の

上
げ
幅
3
％
を
上
回
る
と
す

る
。
そ
し
て
「
増
税
幅
を
上
回

る
引
き
上
げ
を
平
然
と
求
め
る

リハセン問題を報じる京都新聞（1月28日、2月5日）

医
療
関
係
者
の
感
覚
の
鈍
さ
は

否
め
な
い
」
と
決
め
つ
け
、
そ

の
結
果
、
保
険
料
や
窓
口
負
担

が
増
え
る
と
結
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
初
診
料
だ
け

を
比
較
し
て
論
じ
る
誤
り
を
指

摘
し
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
1
・
26

％
と
い
う
改
定
率
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
医
療
機
関
に
手
厚
く
」

と
い
う
医
療
現
場
へ
の
無
理
解

さ
を
批
判
。
ま
た
、
消
費
増
税

の
対
応
を
診
療
報
酬
で
行
う
こ

と
は
そ
も
そ
も
矛
盾
を
孕
ん
で

い
る
こ
と
を
診
療
側
が
中
医
協

で
主
張
し
て
お
り
、
私
た
ち
が

「
ゼ
ロ
税
率
」
な
ど
患
者
負
担

8医師会の賛同得て撤回求める
ン
タ
ー（
市
リ
ハ
セ
ン
）
附
属

病
院
の
廃
止
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
改
正
案
を
提
出
し
た
。
こ
れ

は
、
当
事
者
・
ス
タ
ッ
フ
の
願

い
に
背
を
向
け
る
ば
か
り
か
、

廃
止
後
の
受
け
皿
も
明
ら
か
に

し
な
い
ま
ま
の
「
見
切
り
発

車
」
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
と

し
て
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。
協

会
は
こ
の
撤
回
を
求
め
、
2
月

18
日
に
議
会
陳
情
書
を
提
出
し

た
。

　
提
出
に
あ
た
り
、
市
内
各
地

区
医
師
会
に
賛
同
を
依
頼
。
北

医
師
会
、
西
陣
医
師
会
、
中
京

西
部
医
師
会
、
下
京
東
部
医
師

会
、
西
京
医
師
会
、
東
山
医
師

会
、
山
科
医
師
会
、
伏
見
医
師

会
の
8
医
師
会
の
賛
同
書
を
陳

情
書
と
共
に
議
会
議
長
と
市
会

全
会
派
に
届
け
た
。

　
条
例
改
正
案
は
3
月
17
日
の

最
終
本
会
議
が
採
決
予
定
日
で

あ
り
、
引
き
続
き
、
議
会
へ
の

要
請
を
強
め
て
い
る
。
会
員
各

位
の
最
後
ま
で
の
ご
助
力
を
お

願
い
し
た
い
。 （
４
面
に
関
連
）

市が廃止条例改正案を提出
や
保
険
料
負
担
を
増
や
さ
な
い

形
で
の
損
税
解
消
を
求
め
て
き

た
こ
と
を
説
明
。
医
療
関
係
者

が
引
き
上
げ
を
求
め
て
国
民
負

担
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か

の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
は
、
医
療

関
係
者
を
一
方
的
に
悪
者
と
決

め
付
け
、
意
図
的
に
患
者
と
医

療
機
関
を
分
断
す
る
も
の
で
あ

る
、
と
抗
議
し
た
。

 

（
3
面
に
全
文
）

医
療
不
信
招
く
と
訂
正
求
め
る

日
経「
医
療
機
関
に
手
厚
く
」に
抗
議

地
域
医
療
の
崩
壊
さ
ら
に
加
速
！

医療安全シンポジウム
精神疾患が疑われる患者さんへの対処法 

～ 精神疾患の理解を求めて ～
日　時　３月15日（土）
　　　  ①シンポジウム：午後４時～
　　　  ②懇親・懇談会：午後６時30分～８時
場　所　新・都ホテル（ＪＲ京都駅八条口前）

市
リ
ハ
セ
ン
病
院

要申込
3月7日締切！
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主な内容

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
下
京
西
部
、綾
部
・
福
知
山
）

�

（
2
面
）

14
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
抗
議�

（
3
面
）

市
リ
ハ
セ
ン
廃
止
方
針
に
変
更
な
し�

（
4
面
）



　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）
交
渉
は
、
昨
年
中
の

妥
結
を
目
指
し
た
米
国
や
日
本

政
府
の
目
論
み
が
外
れ
た
か
た

ち
だ
が
、
現
局
面
を
ど
う
見
る

か
に
つ
い
て
交
渉
現
場
を
ウ

オ
ッ
チ
し
て
い
る
農
民
運
動
全

国
連
合
会
の
国
際
部
長
で
あ
る

真
嶋
良
孝
副
会
長
に
聞
い
た
。

学
習
会
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対

京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
京
都
食

健
連
が
主
催
し
2
月
7
日
に

ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
で
開
催
、
市

民
80
人
が
参
加
し
た
。

　
真
嶋
氏
は
、
現
局
面
に
つ
い

て
閣
僚
会
議
が
決
裂
状
態
で
あ

り
、「
漂
流
危
機
」
に
直
面
し

て
い
る
と
説
明
。
参
加
国
の
多

く
が
米
国
型
ル
ー
ル
の
押
し
付

け
に
反
発
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
や

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
多
く
の
国
が
半

分
以
上
の
分
野
で
同
意
し
て
お

ら
ず
、
交
渉
21
分
野
中
9
分
野

が
難
航
し
て
お
り
、「
国
際
連

帯
し
た
運
動
で
妥
結
を
阻
止
で

き
う
る
情
勢
に
な
っ
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　
米
国
内
の
情
況
に
つ
い
て

も
、
通
商
交
渉
権
限
を
議
会
か

ら
大
統
領
に
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ａ
法

案
（
貿
易
促
進
権
限
法
案
）
に

対
し
、
与
党
・
民
主
党
の
下
院

議
員
の
75
％
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア

メ
リ
カ
の
主
権
を
侵
す
深
刻
な

　
協
会
は
下
京
西
部
医
師
会
と

の
懇
談
会
を
1
月
31
日
、
開
催

し
た
。
下
京
西
部
医
師
会
か
ら

15
人
、
協
会
か
ら
7
人
が
参
加

し
た
。
懇
談
会
は
下
京
西
部
医

師
会
の
秦
敬
和
庶
務
担
当
理
事

の
司
会
で
開
会
。
同
会
の
山
下

琢
会
長
と
協
会
の
垣
田
理
事
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
協
会
か
ら

情
報
提
供
を
行
い
、
自
由
闊
達

か
ら
6
段
階
へ
と
変
わ
る
の
で

施
設
基
準
の
変
更
内
容
を
注
視

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
包

括
ケ
ア
に
貢
献
で
き
る
診
療
所

な
ど
有
床
診
療
所
で
も
い
く
つ

か
の
分
類
に
分
か
れ
、
点
数
算

定
の
内
容
が
複
雑
に
な
る
と
回

答
し
た
。
さ
ら
に
地
区
か
ら
、

地
域
包
括
診
療
料
な
ど
は
算
定

要
件
が
難
し
い
。
地
域
で
亡
く

な
る
人
が
増
加
し
て
い
く
中
、

施
設
基
準
を
取
っ
た
限
ら
れ
た

医
師
に
大
変
な
責
任
が
負
わ
さ

れ
、
か
え
っ
て
地
域
医
療
の
崩

壊
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
が
あ
っ
た
。
協
会
は
、

地
域
包
括
診
療
料
は
指
摘
の
通

り
で
あ
り
、
患
者
に
と
っ
て
も

不
幸
な
結
果
と
な
り
か
ね
な

な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
診
療
報
酬
改
定

に
つ
い
て
地
区
か
ら
、

有
床
診
療
所
の
管
理
栄

養
士
の
配
置
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
協
会
は

有
床
診
療
所
の
管
理
栄

養
士
の
配
置
義
務
は
な

く
な
り
、
配
置
さ
れ
た

場
合
は
加
算
と
な
る
。

入
院
基
本
料
が
3
段
階

い
。
現
在
、
在
宅
診
療
を
さ
れ

て
い
る
先
生
も
体
力
的
、
経
済

的
に
厳
し
く
な
り
在
宅
診
療
が

で
き
な
く
な
る
の
で
は
と
問
題

視
し
て
い
る
と
回
答
し
た
。

　
社
会
保
障
制
度
改
革
に
つ
い

て
地
区
か
ら
、
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
改
革
で

都
道
府
県
を
保
険
者
に
す
る

と
、
ま
す
ま
す
地
域
格
差
が
生

じ
る
と
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

た
。
協
会
か
ら
も
国
が
給
付
抑

制
の
方
向
で
財
政
的
支
援
を
し

な
く
な
る
と
ま
す
ま
す
格
差
が

生
じ
る
と
し
て
、
国
の
目
指
し

て
い
る
方
向
が
間
違
っ
て
い

る
。
ま
た
4
月
の
消
費
税
増
税

ま
で
の
政
府
の
動
き
も
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
回
答
し

た
。

　
続
い
て
医
療
版
事
故
調
に
つ

い
て
の
協
会
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
医

師
団
体
で
は
身
内
だ
と
指
摘
さ

れ
る
懸
念
が
あ
り
、
大
学
な
ど

に
よ
る
第
三
者
機
関
を
作
っ
た

方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
と

　
協
会
は
綾
部
・
福
知
山
医
師

会
と
の
懇
談
会
を
、
2
月
1
日

に
福
知
山
市
内
で
開
催
。
出
席

は
、
綾
部
か
ら
3
人
、
福
知
山

か
ら
6
人
、
協
会
か
ら
5
人
で

あ
っ
た
。

　
懇
談
は
福
知
山
医
師
会
の
牧

野
吉
秀
理
事
の
司
会
で
進
行
。

福
知
山
医
師
会
の
髙
尾
嘉
興
会

長
か
ら
「
協
会
初
の
女
性
理
事

長
の
誕
生
で
、
画
期
的
に
な
る

か
と
今
後
の
取
り
組
み
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
」
と
期
待
が
述

べ
ら
れ
「
最
近
安
倍
政
権
が
お

か
し
な
方
向
に
進
み
か
け
て
い

る
。
じ
っ
く
り
検
証
し
て
対
応

生
活
保
護
患
者
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
を
勧
め
る
文

書
が
出
回
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

生
保
患
者
は
自
己
負
担
が
な
い

た
め
、
先
発
医
薬
品
を
使
用
す

る
と
い
う
主
張
だ
ろ
う
。
失
礼

な
こ
と
で
差
別
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
協
会
は
ど
う
考
え
る

か
と
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
協
会
は
ご
指
摘
の
通

り
で
、
申
入
書
を
厚
労
省
や
府

市
に
も
提
出
し
て
い
る
。
保
険

者
か
ら
、
一
般
患
者
に
も
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
に
切
り
替
え
れ
ば
、

一
部
負
担
金
が
下
が
る
旨
の
案

内
が
な
さ
れ
て
い
る
。
我
々
医

療
担
当
者
が
問
題
提
起
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
一
部
負
担
金
の
未
収

問
題
に
つ
い
て
、
地
区
か
ら
、

病
院
で
は
高
額
に
な
り
、
困
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
診

療
所
で
は
少
額
で
も
あ
り
、
督

出
た
。
こ
れ
に
対
し
て
協
会

は
、
資
格
喪
失
後
の
受
診
で

は
、
保
険
者
か
ら
事
前
に
連
絡

が
あ
り
、
資
格
喪
失
後
の
受
診

の
た
め
レ
セ
プ
ト
を
返
戻
し
て

も
よ
い
か
と
聞
い
て
く
る
。
窓

口
で
証
を
確
認
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
旨
主
張
し
、
応
じ
る
必
要

は
な
い
。
証
の
回
収
は
保
険
者

の
責
任
で
あ
り
、
給
付
済
み
の

医
療
費
の
回
収
義
務
も
保
険
者

に
あ
る
。
や
や
こ
し
い
事
例
で

あ
れ
ば
、
協
会
ま
で
ご
相
談
い

た
だ
き
た
い
と
述
べ
た
。

　
そ
の
他
、
入
院
の
機
能
分
化

に
よ
る
急
性
期
病
床
の
削
減
・

再
編
問
題
、
消
費
税
増
税
に
伴

う
対
応
を
診
療
報
酬
で
行
わ
ず

に
新
た
な
財
政
支
援
制
度
の
基

金
創
設
の
問
題
、
健
保
と
自
賠

責
保
険
の
切
り
替
え
請
求
の
問

題
、
診
療
報
酬
改
定
で
の
初
・

再
診
料
の
動
向
や
7
剤
以
上
の

投
薬
で
薬
剤
料
が
1
割
減
額
に

な
る
問
題
な
ど
活
発
に
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
綾
部
医
師
会
の
米
谷

博
夫
会
長
か
ら
「
各
テ
ー
マ
で

分
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
い

た
。
地
区
の
総
会
等
で
会
員
に

も
伝
え
た
い
」
と
閉
会
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
た
。

促
等
が
で
き
ず
泣
き
寝

入
り
し
て
い
る
こ
と
も

多
い
。
証
を
持
参
し
て

い
て
も
有
効
期
限
が
明

記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
資
格
喪
失
し
て
い

た
り
す
る
と
困
る
。
窓

口
で
証
の
確
認
を
し
て

い
れ
ば
、
保
険
者
の
責

任
で
保
険
給
付
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
要
望
が

懸
念
」
と
反
対
を
表
明
、
支
持

団
体
5
5
0
以
上
の
団
体
も
反

対
を
表
明
し
て
い
る
。「
米
国

内
で
も
多
国
籍
企
業
の
た
め
に

雇
用
な
ど
の
規

制
が
よ
り
緩
和

さ
れ
、
主
権
が

脅
か
さ
れ
る
こ

と
に
危
機
感
が

広
が
っ
て
い

る
。
足
元
の
お

ぼ
つ
か
な
い
状

況
で
横
暴
な
要

求
を
す
る
オ
バ

マ
政
権
に
各
国

と
も
反
発
を
強

め
て
い
る
」
と

指
摘
し
た
。

　
そ
の
中
で
、

安
倍
政
権
は
国

会
決
議
と
公
約
に
反
し
て
、
Ｉ

Ｓ
Ｄ
（
投
資
家
と
国
家
と
の
紛

争
解
決
）
条
項
の
実
施
や
政
府

調
達
の
開
放
、
金
融
・
小
売

サ
ー
ビ
ス
の
規
制
緩
和
な
ど
を

要
求
し
、
米
国
の
腰
巾
着
ぶ
り

を
発
揮
。
そ
の
背
景
に
、
日
本

が
世
界
第
3
位
の
多
国
籍
企
業

母
国
で
あ
り
、
経
団
連
が
Ｉ
Ｓ

Ｄ
は
不
可
欠
な
ど
と
多
国
籍
企

業
の
本
性
を
む
き
だ
し
に
し
た

提
案
で
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。

　
一
方
、
国
際
的
な
農
民
運
動

組
織
で
あ
る
「
ビ
ア
・
カ
ン
ペ

シ
ー
ナ
」
や
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

連
合
組
織
「
も
う
一
つ
の
ア
ジ

ア
の
た
め
の
社
会
運
動
（
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ａ
）」
な
ど
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の

共
同
が
広
が
っ
て
い
る
と
報
告

し
、
こ
の
状
況
を
作
り
出
し
て

き
た
国
内
と
国
際
連
帯
の
運
動

に
確
信
を
も
ち
、
世
論
と
行
動

を
広
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。 

運
動
に
確
信
を
と
訴
え
る
真
嶋
氏

TPP妥結阻止しうる情勢
国際連帯の運動広がる

回
答
し
た
。
ま
た
地
区
か
ら
は

調
査
の
費
用
面
が
か
な
り
曖
昧

で
、
原
因
究
明
の
た
め
の
調
査

に
か
か
る
費
用
を
補
填
す
る
保

険
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
早

い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
協
会
か
ら
は
予

算
・
陣
容
な
ど
全
く
内
容
が
決

ま
っ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
法

律
だ
け
通
そ
う
と
し
て
い
る
。

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
会
員
へ

周
知
し
た
い
と
回
答
し
た
。

　
最
後
に
原
発
に
つ
い
て
、
地

区
か
ら
原
発
廃
止
に
つ
い
て
異

議
は
な
い
が
、
即
時
廃
止
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
と

の
質
問
が
あ
っ
た
。
協
会
か
ら

は
現
時
点
で
、
一
基
も
原
発
は

稼
働
し
て
い
な
い
。
日
本
経
済

に
悪
影
響
が
出
る
と
い
う
指
摘

が
あ
る
が
原
発
を
稼
働
さ
せ
た

い
側
の
主
張
で
、
即
時
廃
止
は

間
違
っ
て
い
な
い
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
地
区
か
ら
は
、
福
島
で

子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん
が

多
数
見
つ
か
っ
て
お
り
、放
射

線
の
影
響
が
は
っ
き
り
あ
る
と

言
え
な
い
の
か
、
と
の
質
問
が

出
さ
れ
た
。
協
会
は
、
福
島
の

原
発
事
故
と
甲
状
腺
が
ん
の
多

発
と
い
う
こ
と
を
、
医
学
的
統

計
で
結
論
を
出
す
に
は
、
お
よ

そ
30
〜
50
年
か
か
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
今
年
8
月
に
甲
状
腺

評
価
委
員
会
が
一
定
の
評
価
を

出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

注
目
し
て
い
る
と
回
答
し
た
。

　
終
了
に
あ
た
り
下
京
西
部
医

師
会
の
岡
林
秀
興
副
会
長
か
ら

閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

　
垣
田
理
事
長
は
「
昨
年
の
花

火
大
会
の
爆
発
事
故
で
は
地
域

の
医
療
連
携
で
、
被
災
者
を
支

え
ら
れ
た
こ
と
に
敬
服
し
て
い

る
。
ま
た
、
台
風
に
よ
る
水
害

で
福
知
山
医
師
会
会
員
が
再
び

被
災
さ
れ
た
」
と
見
舞
っ
た
。

そ
し
て
「
会
員
の
生
の
声
を

し
っ
か
り
聴
き
、
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
道
に
コ
ツ
コ

ツ
使
命
を
果
た
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
地
区
か
ら

学
習
会
で
確
信
深
め
る

与謝・北丹
医 師 会

３月８日（土）午後３時～
ホテル北野屋ハーモニーホール

亀 岡 市
医 師 会

３月29日（土）午後３時～
ガレリアかめおか

地区医師会との懇談会のご案内

22
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
下
京
西
部
医
師

会
と
の
懇
談

地
域
医
療
取
り
巻
く
環
境
を
憂
慮

下
京
西
部
医
師
会
と
懇
談

1
月
31
日
　
下
京
西
部
医
師
会
事
務
所

14
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
綾
部
・
福
知
山

医
師
会
と
の
懇
談

生
保
や
一
部
負
担
未
収
問
題
で
意
見
交
換

綾
部
・
福
知
山
医
師
会
と
懇
談

2
月
1
日
　
福
知
山
市
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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　2014年２月12日、中医協は2014年度診療報酬改定を
答申した。本体改定率は0.1％で、医療費ベースで400
億円の微増に止まった。一方、薬価・材料価格はマイ
ナス1.36％のため、実質マイナス1.26％の改定となっ
た。消費税増税補填分1.36％が上乗せされたため、見
かけ上プラス改定となっている。薬価・材料価格の引
下げ分の財源を全て奪い去る今回の改定手法に対し
て、我々は強く抗議する。そして、実質マイナス1.26
％の改定は、地域医療の崩壊をさらに加速させること
になる。
　今回の改定は、前回に引き続き、「社会保障・税一
体改革」が目指す2025年に向けての医療提供体制の再
構築、地域包括ケアシステムの構築を図るための改定
である。そのため、医療法改正による対応に先駆け
て、「入院医療・外来医療を含めた医療機関の機能分
化・強化と連携、在宅医療の充実等に取り組む」こと
を重点課題とした改定となったが、その目的は「効率
化」という医療費の削減・抑制である。

１． 総合診療専門医制度導入を想起する
　　包括点数の導入
　外来医療では、「主治医機能を持った中小病院及び
診療所の医師が、複数の慢性疾患を有する患者に対し
て、継続的かつ全人的な医療を行うことを評価する」
として、「地域包括診療料（月１回1,503点）」「地域包
括診療加算（１回20点）」が新設される。両点数と
も、対象は高血圧症、糖尿病、脂質異常症、認知症の
４疾病のうち２つ以上（疑いを除く）を有する患者
で、薬剤料は包括されず、当該点数を算定している場
合は、７剤投与の減額規定の対象外となる。
　しかし、両点数とも算定要件が厳しい。（ａ）患者
が受診する全医療機関を把握し、処方されている全医
薬品を管理しカルテに記載する（ｂ）原則院内処方を
行うが、院外処方の場合は24時間対応の薬局と連携す
る（ｃ）健康診断・検診を勧奨し、結果をカルテに記
載する等、健康管理を行う（ｄ）要介護認定に係る主
治医意見書を作成するとともに、居宅療養管理指導等
の介護保険サービスを提供している－等が求められて
おり、ハードルが高い。
　診療所のみが対象となる「地域包括診療加算」は、
上記に加え、①時間外対応加算１又は２を算定②常勤
医師３人以上在籍③支援診である－の条件のいずれか
一つを満たす必要がある。
　一方、診療所が「地域包括診療料」を届出するに
は、①時間外対応加算１を算定②常勤医師３人以上在
籍③支援診である－の条件を全て満たす必要があるた
め、届出は困難を極める。そもそも開業保険医は従来
から出来高中心で主治医としての役割を果たしてきて
おり、あらためて包括評価を導入する必要はない。ま
た、医療制度改革との関連では、将来的に、本点数を
算定する保険医以外への受診が制限されたり、総合診
療専門医であることが算定条件になる、という変更も
想起される。地域医療のあり方そのものが変質してし
まう可能性もあり、認めがたい。
　京都府保険医協会、保団連の活動が功を奏し、「地
域包括診療料」「地域包括診療加算」算定の場合は７
剤投与の減額規定の対象外とされたことは評価でき
る。しかし、開業医は既に、複数の慢性疾患を持つ患
者に対して、かかりつけ医機能を果たしている。我々
はあくまで無条件で７剤投与の減額規定を廃止するこ
とを求める。

２． 同一建物居住者に対する在医総管の 
引き下げは根拠なし

　在宅医療では、在宅時医学総合管理料等について、
同一日に同一建物居住者を複数人診療した場合の評価
が元点数の３割前後まで引き下げられた。当該点数
は、在宅患者に対するかかりつけ医機能の確立および
在宅での療養の推進を図ることを目的に、患者ごとの
総合的な在宅療養計画を作成することが要件であり、
同一建物居住者を同一日に複数診療しても、医療の内

容が変わるわけではない。根拠のない大幅削減であ
り、断固抗議する。
　また、訪問診療料の同一建物居住者の場合の評価が
元点数の５割に引き下げられた。算定要件が厳格化さ
れるが、不必要な要件厳格化、書類の増加は、医療機
関を疲弊させ、在宅医療の広がりに足かせとなるた
め、通知の発出に当たっては、慎重な対応を求める。
　一方で、常勤医師３人以上は確保されていないが、
緊急往診、看取りの実績が十分な支援診・支援病の評
価として在宅療養実績加算が新設されたこと、支援
診・支援病以外の在医総管等が引き上げられたこと
は、評価できる。また、介護保険の訪問看護を受けて
いる患者に対し、在宅患者訪問点滴注射管理指導料が
算定できるようなるが、10年にわたり保団連、保険医
協会が要求していた内容であり、評価したい。

３．維持期リハビリの介護保険への移行を 
　　根拠なく強化
　リハビリでは、要介護被保険者等に対する維持期の
運動器、脳血管疾患等リハビリの医療保険外しは、入
院患者については対象から除かれた。外来患者に対す
る算定は2016年度改定までの期限付きとされ、あくま
で介護保険への移行が求められる。維持期であって
も、患者の実態に応じて、適宜医療と介護を選択でき
るように、取扱いを抜本的に見直すべきである。
　また、過去１年間に介護保険の通所リハビリを実施
した実績がない医療機関が、外来患者に維持期のリハ
ビリを実施した場合は９割に減算することとされた
が、全く医学的妥当性がなく、単に経済的ペナルティ
を課しているとしか思えない。さらに、介護保険リハ
ビリテーション移行支援料が新設されたが、「療養の
給付」と全く関係ない点数であり、このような露骨な
政策誘導は行うべきではない。

４．７対１入院基本料の基準厳格化で 
　　医療費抑制を図る
　「効率的な入院医療等の評価」では、７対１入院基

本料がターゲットにされた。一般病床全体の49％を占
める７対１の施設基準を厳格化し、「高コスト構造を
是正（自然増の合理化・効率化）」すると、財務省は
説明している。７対１、10対１の一般病棟において、
90日超の長期入院患者であっても特定の状態にある者
は平均在院日数の計算に入れないという制度を廃止す
る。重症度、医療・看護必要度の評価を強化する。自
院から退院した患者割合に関する基準を新設する。こ
れらの基準強化は2014年10月１日から実施される。
　しかし、看護配置が充実している病院が多いこと
は、国民に有益なことではないのか。急性期病院に看
護職員が集中し、外来・在宅医療に携わる看護職員が
不足している現実もあるが、養成すれば良いことである。
　療養病床等では、透析患者受け入れ促進のための評
価の新設や、超重症児・者等の受け入れ促進のための
算定対象患者の拡大を行う。在宅復帰率に対する評価
を新設し、在宅医療との連携を促す。介護療養病床の
全廃撤回や、療養病床に対する外来・在宅医療との連
携が評価されることは喜ばしいが、そもそも入院基本
料の抜本的な引き上げを求める。
　常勤の管理栄養士の配置義務については、病院は一
定の経過措置後、減算措置が導入される。有床診は配
置義務はなくなったが、入院基本料は引き下げられ、
常勤者が配置される場合は加算が導入される。一定の
改善がもたらされたことは運動の成果である。

５．消費税はゼロ税率で対応すべきだ
　消費税増税の対応として、補填財源のほとんどを基
本診療料に乗せることになった。我々は消費税増税そ
のものに反対だ。また、診療報酬への上乗せという手
法も、矛盾を拡大するばかりである。速やかにゼロ税
率へ移行すべきである。
　さらに、消費税増税分の補填による上乗せが、医療
機関の儲けになるかのような、誤った印象を与える報
道各社の姿勢について、正しい対応を求める。
　正式告示、通知の発出の後、協会では保団連に協力
して新点数の検討を行うとともに、会員各位へ情報提
供していく。また、各科での影響も検討する。それら
の検討の中で、新たな不合理が発見されることもあろ
う。我々は、日常診療から見つかる不合理に対して、
大衆運動団体として会員各位の声に基づき改善運動を
展開する所存である。

2014年２月12日
京都府保険医協会　理事長　垣田 さち子

　（前段略）２月５日発行の貴紙「医療機関に手
厚く　診療報酬改定案」の記事について、正確性
を欠くため読者の誤解を招き、患者の医療不信に
つながりかねないことから抗議するとともに、正
しい理解に基づいた訂正報道を要望いたします。
　記事は見出しで「増税分超す上乗せ」と打ち出
し、初診料が現行2700円から2820円に4.4％上がる
として消費税率の上げ幅３％を上回るとしていま
す。そして「増税幅を上回る引き上げを平然と求
める医療関係者の感覚の鈍さは否めない」と決め
つけ、その結果、保険料や窓口負担が増えると結
んでいます。
　まず、初診料の上げ幅が消費税の「３％を超え
る」というのは、健保連など支払い側が中医協で
引き上げ反対理由の一つに挙げたものですが、初
診料だけを比較して論じること自体に意味はあり
ません。消費増税により医療機関が被る負担増は
2600億円と試算され、それを初再診料等で補填す
ることが中医協で決定されました。初再診料の入
院外医療費に占める比率は16.3％（2011年度社会
医療診療行為別調査結果）とされています。16.3
％の初再診料が4.4％上がることで消費税増税分の
３％が補填できるものではないことは明らかです。

　さらに、今回の診療報酬改定率はわずか0.1％で
あるため、消費税補填1.36％を差し引いたマイナ
ス1.26％が実質の改定率となります。医療崩壊と
いわれる情況にあって、地域医療を絶やさないた
めに努力をしてきた医療現場に報いるには、過酷
な仕打ちといえるものです。そうした実情に触れ
ずに「医療機関に手厚く」とは、あまりに理解の
ない一方的な見方といわざるをえません。
　また、診療側は、中医協の場でも消費増税の対
応を診療報酬で行うことはそもそも矛盾を孕んで
いることと主張しており、私たちは「ゼロ税率」
など患者負担や保険料負担を増やさない形での損
税解消を求めてきています。医療関係者が引き上
げを求めて国民負担が増えるようになったかのよ
うな書きぶりは、医療関係者を一方的に悪者と決
め付け、意図的に患者と医療機関を分断するもの
で看過できません。
　貴社におかれては、医療機関と消費税の関係、
医療現場のおかれている情況など正確な理解と誤
解の生じない報道姿勢と訂正を重ねて要望します。

2014年２月21日
京都府保険医協会　理事長　垣田 さち子

日本経済新聞社　編集局長 様

「医療機関に手厚く 診療報酬改定案」報道に抗議
正確性欠き医療不信招くことから訂正を求める

医療提供体制の再構築、地域包括ケアシステムの構築と称した
医療費削減・抑制ありきの2014年度診療報酬改定に抗議する
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市
当
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4
日
、
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化
に
向
け
た
取
組
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文
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。
2
0
1
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床
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失
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リ
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福
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セ
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京
区
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健
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セ
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京
区
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を
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旧
医
師
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館
跡
地
の
京
都
地
域

医
療
学
際
研
究
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属
病
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く
さ
い
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や
京
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市

立
病
院
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す
る
土
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現

こ
こ
ろ
の
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康
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進
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タ
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含
）
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「
合
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」
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計
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を

明
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し
た
。
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今
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ハ
セ
ン
廃
止
方
針
を

打
ち
出
す
に
あ
た
り
、
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初
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計
画
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念
頭
に
置
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い
た
可
能
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も
あ
る
が
、
真
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は
定
か
で
な
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最
大
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、
京
都
市
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地
方
自
治
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し
て
公
的
に
医

療
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保
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す
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要
性
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識
し
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い
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か
で
あ
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し
て
、
具
体
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論
点
は
、
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主
張
す
る
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間
病
院
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市

リ
ハ
セ
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附
属
病
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廃
止
後
の

受
け
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機
能
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る
」
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い
う
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は
本
当
な
の
か
？　
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収
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し
つ
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る
。
京
都
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聞
（
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京
都
市
保
健
福
祉
局
は
、「
京
都
市
身
体
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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例
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正
す
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条
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作
施
設
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行
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協
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か
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わ
た
り
、
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求
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ハ
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決
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、
2
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て
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は
市
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け
皿
に
な
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得
る
と
の
主
張
に

疑
問
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呈
し
た
。「
附
属
病
院

が
受
け
入
れ
る
症
状
の
患
者
を

受
け
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れ
る
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現
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と
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あ
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そ
も
そ
も
、
診
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報
酬
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度
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回
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病
床
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院
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各
病
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本
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し
か
し
、
市
当
局
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こ
の
指

摘
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完
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に
無
視
し
、
今
日
に

至
っ
て
も
ま
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同
様
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い
市
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協
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は
税
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井
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、
2
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分
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説
明
会
で
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義
務
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、

記
帳
の
必
要
性
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　
「
い
の
ち
奪
う
暴
走
政
治
に

ス
ト
ッ
プ
を
！
」
―
2
月
15

日
、
大
阪
で
近
畿
総
決
起
集
会

が
開
か
れ
、
近
畿
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
1
1
5
0
人
が
大
阪
・

御
堂
筋
を
唱
和
し
な
が
ら
パ

レ
ー
ド
し
た
。

　
集
会
は
近
畿
の
保
険
医
協

会
、
社
会
保
障
推
進
協
議
会
、

民
医
連
な
ど
が
主
催
。
会
場
の

御
堂
会
館
を
埋
め
尽
く
し
た
参

加
者
で
、「
国
民
不
在
の
〝
暴

走
政
治
〞
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、

消
費
税
増
税
中
止
、
将
来
の
暮

ら
し
に
見
通
し
の
持
て
る
雇
用

の
確
保
と
賃
金
の
保
障
、
そ
し

て
社
会
保
障
制
度
を
充
実
さ
せ

治
副
理
事
長
が
京
都
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

ネ
ッ
ト
に
よ
る
活
動
を
報
告
し

た
。

　
ま
た
、
神
戸
女
学
院
大
学
教

授
の
石
川
康
広
氏
が
〝
御
堂
筋

分
校
〞
に
見
立
て
た
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
を
開
講
。
賃
金
の
国
際
比
較

で
日
本
だ
け
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
社
会
保
障
削
減
、
消
費
税

増
税
で
市
民
の
く
ら
し
は
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
く
る
。
国
が

赤
字
と
な
っ
て
い
る
主
因
で
あ

る
所
得
税
・
法
人
税
収
減
は
大

企
業
・
大
株
主
が
減
税
と
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
は
「
大
企
業
が
儲
か
れ

ば
い
ま
に
下
々
も
」
と
い
う
ト

リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
の
主
張
を
繰
り

返
し
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
政

策
の
震
源
地
と
司
令
塔
は
財
界

団
体
で
あ
る
―
こ
れ
ら
デ
ー
タ

を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
寸
劇

で
示
し
た
。

て
、
憲
法
25
条
に
基
づ
い
た
生

存
権
保
障
を
求
め
よ
う
」
と
ア

ピ
ー
ル
を
確
認
し
た
。

　
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
消
費

税
増
税
や
難
病
問
題
、
生
活
保

護
切
り
下
げ
な
ど
切
り
崩
さ
れ

る
各
分
野
の
訴
え
を
行
い
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
問
題
で
協
会
の
渡
邉
賢

（1） 復興特別所得税の創設
平成25年から平成49年まで基準所得税に2.1%を乗じた額が復興特別所得税額。平成
49年まで、所得税および復興特別所得税を併せて申告しなければならない。
（2） 財産債務の明細書の記載事項
財産債務明細書※に記載すべき公社債等の価額を、その年12月31日におけるその公社
債等の価額（市場価格のない公社債等でその価額の計算が困難なものは、その公社債
等の取得に要した金額）とすることとなった。
（3） 国外財産調書の提出制度の創設
居住者が、その年の12月31日においてその価額が5,000万円を超える国外財産を有す
る場合には、国外財産調書をその年の翌年の3月15日までに所定の税務署へ提出しな
ければならない。平成25年12月31日における国外財産保有分から提出義務あり。

①上場株式の譲渡所得および配当に対する源泉所得税の改正
　（国税7.147%→15.315%、地方税 3％→ 5％）
②2014（平成26）年 1月から少額投資非課税制度（NISA）が始まる。
③ 措置法26条の改正で2014（平成26）年分より事業所得に係る総収入金額が7,000万
円を超える場合についても適用対象から除外
④ ゴルフ会員権の譲渡損失の損益通算が廃止（2014（平成26）年 4月 1日以降の譲渡
から）
⑤ 住宅借入金等を有する場合の所得税額の特別控除
　2014（平成26）年4月から借入限度額が2,000万円→4,000万円

①相続税の基礎控除の引き下げ　現行　　5,000万円＋1,000万円×法定相続人の数
　　　　　　　　　　　　　　　改定後　3,000万円＋  600万円×法定相続人の数
②贈与税の税率構造の改正　直系尊属からの贈与の減税

2013（平成25）年分の改正点の主なものは以下の 3点。

なお、2014（平成26）年分からは、以下の 5点が主な変更となる。

2015（平成27）年分からは以下の 2点が変更となる。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
が
く
さ
い

病
院
や
市
立
病
院
の
病
床
機
能

が
市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
の
代

替
機
能
に
な
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
ら
れ
、
合
築
で
新
し
い

立
派
な
施
設
を
建
設
し
て
も
、

市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
廃
止
に

よ
る
患
者
さ
ん
た
ち
へ
の
影
響

を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
か
つ
、
合
築
方
針
は
京
都

市
社
会
福
祉
審
議
会
や
京
都
市

障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
で
諮

ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、
ま
た
し

て
も
市
民
・
当
事
者
不
在
の
提

案
と
の
批
判
が
お
き
て
い
る
。

月
5
日
夕
刊
）
は
「
民
間
受
入

れ
調
査
せ
ず
」
と
大
き
く
見
出

し
を
打
っ
た
記
事
で
、
市
当
局

が
市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
と
同

様
に
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本

料
を
適
用
し
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設

等
入
院
基
本
料
を
届
け
出
る
市

内
の
20
病
院
1
5
0
8
床
が
受

※財産債務明細書…確定申告をしなければならない方で、その年分の各種の所得金額の合計が
2千万円を超える方は、その年の12月31日現在の財産や債務についてその種類や金額を記入し
た明細書を確定申告書に添付しなければならない。

市
3
セ
ン
タ
ー
の
合
築
計
画
明
ら
か
に

公
的
な
医
療
保
障
の
重
要
性
認
識
せ
よ

復興特別所得税の申告にご注意を
白色確定申告説明会を開催

暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
！

 

近
畿
で
千
人
超
え
る
集
会

大阪・御堂筋で府民に訴えながらパレード

日　時  3 月12日 （水）午後 2 時～ 4 時
場　所 京都府保険医協会・ルームA～C
内　容  現職塾・予備校講師による

受験セミナー
　　第 1 部：中学受験　中央受験センター
　　　　講師　宮崎　隆 氏（現職塾講師）
　　第 2 部：医系受験　中央受験センター
　　　　講師　長谷川 弘一 氏（医学部受験専門）
参加費 無料（茶菓子付）　協　賛　有限会社アミス

日　時  4 月10日 （木）午後 2 時～ 4 時
場　所 京都府保険医協会・会議室
内　容  見逃していませんか？

職場に潜む労務トラブルの影
 講師　社会保険労務士　四方 咲友実 氏
 　　　株式会社日本経営 医療事業部部長
 　　　　　　　　　　　田村 弘道 氏
参加費 無料（茶菓子付）　協　賛　有限会社アミス

開業医の奥様向けセミナー 要申込

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 3 月 5 日第 2 8 8 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月 5日･20日･25日発行



い
か
と
つ
い
目
が
向
い
て
し
ま
い

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
シ
ャ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
に
出
会
っ
た
と
き
は
猟

師
の
よ
う
に
被
写
体
を
狙
い
た
く

な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
知
ら
ず
知

ら
ず
に
心
臓
の
鼓
動
が
高
鳴
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
カ
メ
ラ
も
日

進
月
歩
進
化
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
で
き
な
か
っ
た
撮
り
方
、
ス

ピ
ー
ド
連
射
が
可
能
で
す
。
三
脚

な
し
に
よ
い
写
真
が
撮
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
は
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
で
す
。

②
の
楽
し
み
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
は
ラ
ボ
に
写
真
を
依
頼
す

る
の
み
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
、
画
像
に

手
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
、
自
分

の
好
み
の
写
真
に
仕
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り

写
真
の
よ
い
点
は
、
人
の
目
で
見

え
な
い
世
界
が
写
し
出
せ
る
こ
と

で
す
。

　
③
の
楽
し
み
で
す
が
、
今
ま
で

旅
を
し
、
い
ろ
い
ろ
な
国
で
写
真

を
撮
っ
て
き
ま
し
た
。
妻
も
写
真

が
趣
味
で
、
今
回
結
婚
35
周
年
を

記
念
し
て
二
人
の
写
真
展
を
企
画

し
ま
し
た
。
旅
先
で
、
感
動
し
た

風
景
を
見
て
い
た
だ
く
場
と
し

て
、
二
人
の
写
真
展
を
、
開
催
い

た
し
ま
す
。
皆
様
に
お
越
し
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

（
左
京
・
山
本
　
博
）

ナ
シ
ン
®
の
効
果
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
患
者
の
自
覚
症

状
が
な
く
体
調
は
良
好
に
見
え

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｃ

Ｒ
Ｐ
等
の
デ
ー
タ
を
見
る
限

り
、
少
な
く
と
も
ユ
ナ
シ
ン
®

の
効
果
な
し
と
判
断
し
て
、
薬

剤
の
変
更
や
Ｃ
Ｔ
検
査
、
呼
吸

器
の
専
門
医
対
診
な
ど
の
処
置

を
す
べ
き
で
な
か
っ

た
か
。
そ
れ
に
よ
っ

て
患
者
が
救
命
で
き

た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
か
っ
た
。

〈
解
決
方
法
〉

　
医
療
過
誤
が
全
く
な
い
と
判

断
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
証
拠
保
全
申
し
立
て
以

降
、
患
者
側
か
ら
一
切
の
ク

レ
ー
ム
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

立
ち
消
え
解
決
と
み
な
さ
れ

た
。　

除
外
診
断
と
し
て
、
残
さ
れ
る

間
質
性
肺
炎
の
治
療
と
し
て
ス

テ
ロ
イ
ド
パ
ル
ス
療
法
を
開
始

し
た
が
、
患
者
は
死
亡
し
た
。

　
患
者
側
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が
18
・

41
で
、
そ
の
他
の
デ
ー
タ
も
悪

化
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し

て
、
適
切
な
検
査
を
し
て
治
療

方
針
を
変
更
す
べ
き
で
あ
っ
た

と
医
療
過
誤
を
疑
い
証
拠
保
全

を
申
し
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
患

者
側
の
主
張
通
り
、
抗
生
剤
を

も
っ
と
早
期
に
変
更
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
反
省
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
年
7
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
に
よ
れ
ば
、
ユ

　
Ｑ
、
労
災
保
険
や
自
賠
責
保

険
で
入
院
中
に
、
当
該
患
者
の

一
般
疾
病
に
対
し
て
「
特
別

食
」
を
提
供
し
た
場
合
、
労
災

保
険
や
自
賠
責
保
険
に
は
請
求

で
き
な
い
た
め
、
医
療
保
険
へ

請
求
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
請
求
方
法
に

な
り
ま
す
か
。

　
Ａ
、
入
院
時
食
事
療
養
の
本

体
部
分
は
労
災
保
険
や
自
賠
責

保
険
で
給
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

「
特
別
食
」部
分
の
み
を
別
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し「
特
別
食
」の
額
（
1
食

76
円
）
が
、
入
院
時
食
事
療
養

の
標
準
負
担
額
（
1
食
2
6
0

円
）
を
下
回
る
た
め
、
当
該
患

者
か
ら
「
特
別
食
」
の
費
用
全

額
を
徴
収
す
る
こ
と
で
、
医
療

保
険
へ
の
レ
セ
プ
ト
請
求
は
行

わ
な
い
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

（
60
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
Ａ
医
療
機
関
か
ら
市
中
肺
炎

と
診
断
さ
れ
て
、
当
該
医
療
機

関
に
紹
介
入
院
し
た
。

SpO
２

＝
96
で
あ
っ

た
。
ユ
ナ
シ
ン
®
4
・

5
ｇ
投
与
を
開
始
し
た

が
、採
血
の
結
果
、肝
機

能
障
害
が
認
め
ら
れ
た
た
め
3

ｇ
に
減
量
し
た
。
血
液
検
査
の

結
果
、
改
善
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
炎
症
反
応
の
悪
化

は
な
く
抗
生
剤
の
効
果
が
未
だ

現
わ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。

喀
痰
細
菌
培
養
で
グ
ラ
ム
陽
性

球
菌
3
＋
を
確
認
。血
液
検
査・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
上
で
抗
生
剤

の
効
果
は
依
然
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
自
覚
症
状
も
安
定

し
て
い
た
の
で
ユ
ナ
シ
ン
®
を

継
続
し
た
。
そ
の
後SpO
２

＝

92
ま
で
低
下
し
た
。
肺
炎
陰
影

の
拡
大
が
あ
り
、
非
定
型
肺
炎

の
検
査
・
治
療
に
移
行
し
、
抗

生
剤
を
ブ
ロ
ア
ク
ト
®
と
ク
ラ

リ
シ
ッ
ド
®
の
併
用
に
変
更
し

た
が
、
急
性
呼
吸
促
迫
症
候
群

と
な
っ
た
の
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
収

容
し
人
工
呼
吸
器
管
理
と
し

た
。翌
日
に
呼
吸
不
全
の
改
善
、

　
セ
ク
ハ
ラ
に
続
い
て
、
パ
ワ
ハ

ラ
が
職
場
で
問
題
に
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

　
厚
労
省
が
設
け
た
「
職
場
の
い

じ
め
・
嫌
が
ら
せ
問
題
に
関
す
る

円
卓
会
議
」
の
提
言
（
2
0
1
2

年
3
月
）
は
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
「
職
務
上
の
地
位

や
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内
の
優

位
性
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正
な

範
囲
を
超
え
て
、
身
体
的
・
精
神

的
苦
痛
を
与
え
る
、
ま
た
は
職
場

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
」
と
定

義
し
て
い
る
。

　
昔
か
ら
あ
っ
た
問
題
だ
が
、
新

し
い
言
葉
に
よ
っ
て
問
題
が
社
会

化
さ
れ
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
に
絡
む
労

働
相
談
、
労
働
審
判
、
労
災
請

求
、
訴
訟
は
急
増
し
て
い
る
。

　
人
の
尊
厳
・
人
格
を
傷
つ
け
る

行
為
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産
性

を
低
下
さ
せ
る
。
医
療
・
福
祉
も

パ
ワ
ハ
ラ
の
多
い
業
種
で
あ
り
、

十
分
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　
な
ぜ
パ
ワ
ハ
ラ
を
す
る
の
か
。

地
位
が
高
け
れ
ば
威
張
っ
て
よ
い

と
思
っ
て
い
る
連
中
も
い
れ
ば
、

人
格
否
定
的
な
言
い
方
も
指
導
の

う
ち
と
考
え
て
い
る
上
司
も
い

る
。
自
分
の
ス
ト
レ
ス
を
部
下
に

ぶ
つ
け
る
場
合
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
攻
撃
さ
れ
た

側
が
真
っ
向
か
ら
反
論
・
抵
抗
し

に
く
い
立
場
に
あ
る
と
い
う
「
優

位
性
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
部
下
や
同
僚
に
よ
る
言
動
も
、

場
合
に
よ
っ
て
は
パ
ワ
ハ
ラ
に
な

る
。
部
下
と
い
う
立
場
が
優
位
性

を
持
つ
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、
立
場
の
優
位

性
を
背
景
に
人
を
傷
つ
け
る
行
為

は
、
職
場
内
だ
け
で
な
く
、
社
会

の
あ
ち
こ
ち
に
存
在
す
る
。

　
威
圧
的
で
粗
野
な
警
察
官
。
市

民
や
業
者
に
威
張
る
行
政
職
員
。

生
活
困
窮
者
や
生
活
保
護
受
給
者

に
嫌
が
ら
せ
を
す
る
福
祉
事
務
所

職
員
。
生
徒
に
暴
言
・
暴
力
を
振

る
う
教
師
。
患
者
に
無
神
経
な
言

葉
を
投
げ
つ
け
る
医
師
や
看
護

師
。
高
齢
者
や
障
害
者
を
人
と
し

て
尊
重
し
な
い
介
護
職
員
…
…
。

　
こ
れ
ら
も
、
立
場
の
優
位
性
を

背
景
に
し
た
パ
ワ
ハ
ラ
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
近
年
は
、
逆
方
向
の
も
の
も
増

え
て
き
た
。
行
政
職
員
に
対
し
て

乱
暴
な
物
言
い
を
す
る
市
民
。
教

師
や
学
校
に
む
ち
ゃ
な
内
容
の
抗

議
を
す
る
保
護
者
。
企
業
に
過
度

な
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
る
消
費
者
。

医
療
機
関
に
対
し
て
理
不
尽
な
要

求
を
す
る
患
者
…
…
。

　
主
権
者
・
納
税
者
・
消
費
者
と

し
て
の
権
利
意
識
の
高
ま
り
は
良

い
こ
と
で
あ
り
、
正
当
な
権
利
は

堂
々
と
主
張
す
れ
ば
よ
い
。

　
と
こ
ろ
が
「
お
客
様
だ
か
ら
、

自
分
た
ち
の
ほ
う
が
エ
ラ
い
ん

だ
」
と
い
う
優
位
性
の
意
識
を
抱

く
と
横
暴
な
言
動
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
ら
も
一
種
の
パ
ワ

ハ
ラ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
医
療
現
場
の
場
合
、
一
部
の
患

者
に
よ
る
理
不
尽
な
要
求
は
、
様

々
な
ス
ト
レ
ス
や
不
安
感
か
ら
生

じ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
丁
寧
に

対
応
を
考
え
る
べ
き
場
合
と
、
毅

然
と
対
処
す
べ
き
場
合
を
切
り
分

け
る
必
要
が
あ
る
。
問
題
は
、
患

者
が
権
利
意
識
を
持
つ
こ
と
で
は

な
く
、「
患
者
と
い
う
立
場
の
優

位
性
」
と
い
う
間
違
っ
た
意
識
を

持
つ
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
〈
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず

人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
〉。
年

齢
、
性
別
、
社
会
的
地
位
、
経
済

力
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
間
は
対
等
で
あ
り
、
価
値
に

上
下
は
な
い
。
そ
の
原
理
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
こ
と
が
、
風
通
し
の

よ
い
社
会
を
つ
く
る
基
本
だ
。

パ
ワ
ハ
ラ
を
生
む「
優
位
性
」の
意
識

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の

35

専
門
医
へ
の
対
診
を
怠
っ
た 

？

　
私
が
写
真
と
い
う
も
の
に
目
覚

め
た
の
は
小
学
校
5
年
生
の
時
で

し
た
。
叔
父
か
ら
写
真
機
を
譲
っ

て
も
ら
い
、
こ
れ
で
写
真
を
撮
っ

た
の
が
最
初
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
当
時
は
白
黒
の
フ
ィ
ル
ム
で
し

た
。
カ
ラ
ー
写
真
な
ん
て
当
時
は

想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
カ
メ
ラ
生

活
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
の
写
真

の
楽
し
み
方
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

①
写
真
を
撮
る
楽
し
み
②
写
真
を

作
る
楽
し
み
③
写
真
を
見
て
も
ら

う
楽
し
み
―
。

　
①
の
楽
し
み
は
、
街
並
み
を
歩

い
て
い
て
、
よ
い
ア
ン
グ
ル
が
な

結
婚
35
周
年
記
念
！

 

妻
と
ふ
た
り
で
写
真
展

金
融
共
済
委
員
会

（
2
／
19
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
12
件
、
加
入
2
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
4
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

北京
アマン・サマーパレスにて
清朝の時代、西太后の避暑地であっ
た頤和園の東門に隣接するホテル。

労
災
や
自
賠
責
で
入
院
中
の
「
特
別
食
」
に
つ
い
て

日　時 3月27日 （木）
 午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会
 会議室
講　師 ひろせ税理士法人
 花山 和士 税理士
内　容
医療法人設立の目的、
税制改正の影響、
今後のあり方について
参加費 無料
協　賛 有限会社アミス

医療法人講習会

人生に乾杯！ 世界を旅して
山本 博・山本知美写真展

3月21日（金・祝）～3月27日（木）
開廊時間：11:00～19:00

（会期中無休）
ギャラリーKazahana
（京都東急ホテル地下1階）

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 3 月 5 日 第 2 8 8 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月 5日･20日･25日発行

事
故
調
の
い
う

「
予
期
せ
ぬ
？
死
亡
」に
備
え
て22



　
足
立
謙
二
氏
（
享
年
93
、
福

知
山
）
2
月
14
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

社 保 研

レポート

第651回（1／11）　不定愁訴に対する漢方治療
講師：洛和会音羽病院　心臓内科副部長／漢方外来　山崎 武俊 氏

不 定 愁 訴 に 対 す る
漢 方 治 療 の 重 要 性

　
日
常
診
療
に
お
い
て
、
臨
床

所
見
や
検
査
に
異
常
は
な
い

が
、
身
体
の
不
調
の
訴
え
が
あ

り
、
治
療
に
困
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
西
洋
医
学
的
治

療
だ
け
で
な
く
、
漢
方
治
療
も

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

違
う
視
点
か
ら
の
解
決
法
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
本
研
究
会
で
は
、
動
悸
・
易

興
奮
・
不
眠
と
い
っ
た
不
定
愁

訴
に
対
し
て
漢
方
治
療
に
よ
り

軽
快
し
た
症
例
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
各
々
の
訴
え
に
対
し
て

年
齢
や
体
力
を
考
慮
し
、
腹
診

も
行
っ
た
上
で
、
9
種
類
の
方

剤
が
選
択
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
漢
方
治
療
で
は
、
身
体
の
一

症
状
に
対
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
精
神
と
身
体
全
体
を
一
つ

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
詳

細
な
問
診
に
よ
り
自
覚
症
状
や

体
力
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ

て
切
診
（
脈
診
・
舌
診
・
腹

診
）
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

西
洋
医
学
的
に
は
病
気
と
ま
で

は
い
え
な
い
が
、
健
康
で
は
な

い
状
態
を
把
握
し
軽
減
し
て
い

き
ま
す
。

　
精
神
と
身
体
全
体
を
一
つ
と

と
ら
え
て
診
る
こ
と
、
治
療
に

は
個
人
差
が
あ
る
こ
と
、
標
榜

す
る
科
は
異
な
っ
て
も
、
不
定

愁
訴
を
診
る
機
会
に
遭
遇
す
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
妊
婦
に
対
し
て
投

与
す
べ
き
で
な
い
方
剤
（
駆
瘀

血
剤
、
附
子
を
含
む
漢
方
薬
、

発
汗
や
下
痢
を
起
こ
す
漢
方

薬
）
お
よ
び
副
作
用
（
低
カ
リ

ウ
ム
血
症
、
間
質
性
肺
炎
）
に

関
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

投
与
期
間
が
長
期
に
お
よ
ぶ
場

合
は
、
副
作
用
に
関
し
て
注
意

を
要
し
、
時
に
は
使
用

方
剤
の
見
直
し
も
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
漢
方
医
学
で
は
、
病

気
の
原
因
を
心
と
体
を

一
体
と
し
た
生
体
の
均

衡
の
乱
れ
と
と
ら
え
、

そ
の
乱
れ
を
正
常
な
方

向
に
戻
す
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
る
と
同
時
に
、
自
然
治
癒
力

も
大
事
に
す
る
と
い
う
解
説
も

あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

刻
々
と
変
化
し
、
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
医
療
も
大
き
く
進
化

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
恒
常
性
が
破
綻
さ
れ
て

心
身
の
健
康
を
損
な
い
、
病
気

に
な
っ
た
状
態
を
本
来
の
健
康

な
状
態
に
近
づ
け
る
漢
方
治
療

は
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
漢
方
医
学
に
触
れ
る

機
会
が
増
え
、
日
常
診
療
に
お

い
て
対
応
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

 

（
下
京
西
部
・
赤
澤 

博
美
）

講
師
を
務
め
る
山
崎
氏

 

「
も
っ
と
！
知
っ
て
お
き
た
い

認
知
症
〜
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
お
話
〜
」

　
日
　
時　
3
月
15
日
（
土
）

午
後
2
時
〜
4
時
30
分
（
開
場

午
後
1
時
30
分
〜
）

　
場
　
所　
龍
谷
大
学
ア
バ
ン

テ
ィ
響
都
ホ
ー
ル
（
京
都
駅
八

条
口
南　
ア
バ
ン
テ
ィ
9
階
）

　
定
　
員　
3
5
0
人
（
先
着

順
・
事
前
申
込
不
要
）

　
内
　
容　
ホ
ー
ル
（
午
後
2

時
〜
3
時
30
分
）　

講
演
：

「
も
っ
と
！
知
っ
て
お
き
た
い

認
知
症
〜
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
お
話
〜
」　
講
師
：

成
本
迅
氏
（
京
都
府
立
医
科
大

学
精
神
機
能
病
態
学
講
師
）・

ロ
ビ
ー（
午
後
1
時
30
分
〜
4

時
30
分
）
パ
ネ
ル
展
示
「
認
知

症
対
応
地
域
支
援
推
進
モ
デ
ル

事
業
」
の
報
告
ほ
か
／（
午
後

3
時
30
分
〜
4
時
30
分
）
認
知

症
？
な
ん
で
も
相
談
会

　
主
　
催　
京
都
市
（
問
い
合

わ
せ
：
京
都
市
保
健
福
祉
局
長

寿
社
会
部
長
寿
福
祉
課
☎
0
7

5
・
2
5
1
・
1
1
0
6
）

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

in
き
ょ
う
と

日　時  3 月23日 （日）
会　場 テルサホール（京都テルサ内）
 南区東九条下殿田町70　☎075-692-3400
持参物 3 月10日頃に会員医師宛に送付する案内ハガキ

午前10時30分～12時30分：入院
午後 2時～ 4時30分：入院外

日　時  3 月27日 （木）午後 2時～ 4時30分
会　場  舞鶴西総合会館 3階　林業センター会議室
 舞鶴市字南田辺１　☎0773-75-2250

３ステップでより
理解が深まる! 新点数説明会の開催案内2014年

診療報酬改定
STEP

1 中医協答申説明会（第１次新点数検討会）
申込用紙はグリーンペーパーNo.210に掲載

STEP

2 『点数表改定のポイント』 説明会（第 2次新点数検討会）
京
都
市
会
場

北
部
会
場

インターネット配信中

日　時  3 月30日 （日）午後２時～４時頃
  雨天は、協会会議室にて講義をします。連絡は
  事前に申込時登録の携帯電話連絡先に致します。

参加費 1,000円（講習料・銭湯代含む）
集　合 午後２時　河原町丸太町 北東角
講　師 佐藤 光子さん（大阪教育大学非常勤講師）
定　員 20人（要申込）
プロフィール
　97年から大阪国際女子マラソンに11回出場。ベストタイムは２時間
47分53秒（2005年大阪国際年齢別ランキング１位）。100kmウルトラ
８時間08分18秒（2006年鳥取にちなん優勝）。トレイルランニング９
時間25分49秒（2012年日本山岳耐久優勝）。94年から大阪教育大学公
開講座「楽しいジョギング教室」をはじめ安全で楽しいランニングに普
及に携わる。2009年 第22回ランナーズ賞を受賞。

（ ）

ビギナーも
ステップアップ ランニング教室

　
保
険
医
新
聞
で
は
、
先
生

方
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
随
筆・
写
真・
短
歌・
俳
句

な
ど
、な
ん
で
も
結
構
で
す
。

ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

要申込

レセプト作成が手書きまたは印刷の会員へ

　協会が発行する新『薬価基準（薬効別薬価表付）』は３月下旬にお届けします。
　ただし、レセプト作成が手書きまたは印刷の会員等において、希望される場合は、新
薬価情報を入手次第、郵送します。グリーンペーパーNo.210 P.49の申込書に必要事項
を記載の上、3 月10日までにFAXにてお申し込み下さい。

新薬価情報をお届けします！

Step ３は
『新点数運用Ｑ＆Ａ・
レセプトの記載』
 説明会です。

　
平
成
22
年
12
月
2
日
、
京
都

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
某
支
所
に

て
検
診
、
Ｍ
市
の
Ｉ
医
師
と
同

席
。
本
地
の
大
規
模
メ
ー
カ
ー

の
検
診
は
終
わ
っ
て
い
て
、

中
・
小
規
模
の
会
社
職
員
の
検

診
だ
っ
た
。
開
始
し
て
一
時
間

た
っ
た
時
だ
っ
た
ろ
う
か
。

 

「
あ
っ
、
谷
口
先
生
、
お
久
し

ぶ
り
。
ご
健
康
そ
う
で
体
調
は

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」

　
顔
を
見
て
驚
い
た
。
大
宮
町

三
重
、
開
業
医
生
活
時
代
に
、

ず
っ
と
診
療
を
続
け
て
い
た
Ｎ

ご
夫
婦
の
息
子
さ
ん
だ
っ
た
。

こ
の
方
の
ご
両
親
に
は
深
い
思

い
出
が
あ
る
。
お
二
人
と
も
亡

く
な
ら
れ
た
。
昭
和
の
中
頃

だ
っ
た
ろ
う
か
。
い
や
も
う
少

し
後
に
な
っ
て
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。
今
で
も
あ
り
あ
り
と
思

い
起
こ
す
。
街
の
一
番
奥
の
集

落
に
五
十
河
村
が
あ
り
、
更
に

そ
の
奧
に
内
山
な
る
山
村
が

あ
っ
た
。
全
村
離
村
し
、
そ
の

時
は
も
う
無
住
の
村
だ
っ
た
。

当
地
に
は
小
野
小
町
伝
承
が
残

り
、
当
時
の
町
長
が
小
野
小
町

伝
説
を
取
り
上
げ
記
念
館
も
建

立
し
た
。
そ
し
て
内
山
集
落
に

も
道
路
、
そ
の
他
、
開
発
を
進

め
た
の
で
あ
る
。
内
山
は
日
本

有
数
と
言
わ
れ
る
橅ぶ

な

林り
ん

が
あ

り
、
こ
れ
を
町
の
保
護
文
化
財

と
し
て
人
々
の
関
心
を
得
よ
う

と
し
た
。
舞
鶴
出
身
で
現
京
都

市
嵐
山
住
の
詩
人
山
口
賀
代
子

氏
も
、
京
都
府
庁
に
お
勤
め
の

時
、来
遊
さ
れ
、御
著
『
離は

な
れ
こ湖
』

の
中
に
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
実
は
ぼ
く
も
一
度
息
子
と
一

緒
に
出
か
け
た
の
だ
が
、
現
地

に
到
着
後
す
ぐ
に
凹
地
に
車
輪

を
落
と
し
動
け
な
く
な
っ
た
。

さ
あ
、
困
っ
た
、
ど
う
し
た
ら

い
い
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
車
の
運

転
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
思
い

出
し
た
の
は
Ｎ
さ
ん
ご
夫
妻
で

あ
る
。
Ｎ
さ
ん
宅
か
ら
は
4
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
が
、

Ｎ
さ
ん
以
外
に
頼
め
る
人
は
思

い
当
た
ら
な
い
。
当
時
ご
夫
婦

は
農
家
の
か
た
わ
ら
、
奥
さ
ん

が
中
心
に
な
っ
て
先さ

き
ぞ
め染
織
物
を

織
っ
て
い
ら
っ
し
た
。
丹
後
縮

緬
が
さ
び
れ
て
先
染
め
の
織
り

が
丹
後
機
業
の
中
心
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
。
お
二
人
は
忙
し

い
、
僅
か
の
手
抜
き
で
も
織
機

を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
そ
の
時
ぼ
く
は
Ｎ
さ
ん
に

頼
む
以
外
に
何
の
手
立
て
も
思

い
浮
か
ば
な
か
っ
た
。
Ｎ
さ
ん

夫
婦
は
二
人
で
は
せ
つ
け
て
下

さ
っ
た
。
車
を
持
ち
上
げ
道
路

に
戻
す
。
1
時
間
余
り
要
し
た

と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
お
二
人

の
仕
事
は
中
断
の
ま
ま
で
あ

る
。
こ
ん
な
事
件
が
あ
っ
て
か

ら
、
ぼ
く
は
Ｎ
さ
ん
夫
妻
に
深

い
感
謝
の
思
い
を
持
ち
、
よ
り

親
し
く
な
っ
た
。

　
だ
が
そ
の
後
し
ば
ら
く
し

て
、
Ｎ
さ
ん
夫
婦
に
は
不
幸
が

続
い
た
。
奥
さ
ん
が
婦
人
科
系

の
悪
性
腫
瘍
に
罹
患
さ
れ
、
手

術
を
受
け
ら
れ
た
が
死
亡
さ
れ

た
。
Ｎ
さ
ん
は
独
居
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
で
も
家
を
出
て
お

い
で
だ
っ
た
息
子
さ
ん
一
家
が

帰
ら
れ
、
や
っ
と
平
和
な
家
庭

を
作
ら
れ
た
。
息
子
さ
ん
は
隣

郡
の
自
動
車
学
校
の
教
員
に
就

職
さ
れ
た
。
ほ
っ
と
一
息
つ
か

れ
た
あ
と
、
し
ば
ら
く
し
て
Ｎ

さ
ん
が
病
床
に
つ
か
れ
た
。
肝

疾
患
だ
っ
た
。
そ
し
て
約
1
年

く
ら
い
だ
っ
た
ろ
う
か
、
結
局

Ｎ
さ
ん
は
死
亡
さ
れ
た
。
な
つ

か
し
い
有
難
い
ご
夫
婦
を
失

い
、
医
師
と
し
て
ぼ
く
は
全
く

無
力
だ
っ
た
。

　
か
れ
こ
れ
20
年
位
た
っ
た
だ

ろ
う
か
、
息
子
さ
ん
は
無
能
な

藪
医
者
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て

下
さ
り
、
不
思
議
な
再
会
で
、

息
子
さ
ん
は
今
な
お
、
自
動
車

学
校
の
職
員
を
し
て
い
ら
し

た
。
嬉
し
か
っ
た
。

邂

逅
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